
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東邦工業株式会社 

ＴＯＢＯ－ＣＨＡＯＤＡ 

工業用・設備用 

ロストワックス製法 

世界標準に基づく 

ステンレスボールバルブ  



 

 

 

Chaoda Valves Co.,ltd.は、１９８４年に設立され、118 人の

スタッフと広大な工場と多数の生産設備を有し、技術水準の高い

中国有数のバルブメーカーです。 

また、研究センターなども有し常に研究と開発し、ニーズに合っ

た品質の高い製品を追求しています。１９９８年には国際的な権

威ある認証機関ＤＮＶからＩＳＯ９００１(品質保証の国際規

格)の認証を取得しました。 

 この度、東邦工業株式会社から更にした改良・企画した日本市

場向け仕様の TOBO-CHAODA バルブをご提供することになり

ました。 

ＴＯＢＯ－ＣＨＡＯＤＡ

ハイクォリティーな製品をお届けするＣＨＡＯＤＡ       ＩＳＯ9001 認証取得

キーロック用ホール付き 

ステム飛び出し防止 

静電気帯電防止 

材質：ＳＣＳ１３Ａ

    （ＣＦ８）

キャビティ昇圧防止穴付き 

ファイアセーフ 

ボールバルブおよびステンレスの基本特徴 

二面ヘッド 

（誤操作防止・開閉確認）

ファイアセーフ 
管接続：JIS B2238

  １０Ｋ（並形）

流体抵抗が僅か…流路が円筒ストレート、渦発生もすくない

簡単な開閉操作…90 度回転でよい 

構造が簡単…コンパクトしかもメンテナンスが簡単 

優 れ た シ ー ル 性 と フ ロ － テ ィ ン グ 構 造 …１次２次の差圧が

大きくなればなる程、面圧大きくなる密封作用が働きます 

材質に S C S 1 3 A  ( A S T M規 格 Ｃ Ｆ８) を

採用 

マルテンサイト系(13Cr:SUS403,SCS1,

SCS2) やフェライト系 (18Cr:SUS430)

に比べて,オーステナイ 系 (18-Cr-8Ni:

SUS304,SUS13A)は優れた耐食性・耐高

温性・耐低温性があります。 

フルボア型  

ＴＯＢＯ- ＣＨＡＯＤＡステンレス製ボールバルブの主な特徴

ロストワックス製法 

（精密鋳造） 

アスベストは使用して 

いません 

面間：ＡＮＳＩ／ＡＳＭＥ 

1 6 . 1 0  クラス１５０ 

（I S O  5 7 5 2 系列番号 3 ） 

（ＪＶ8 - 1 ） 

（JIS  B2002  系列番号６） 

肉厚：ＡＮＳＩ／ＡＳＭＥ

1 6 . 3 4  クラス１５０ 

（ＪＶ8 - 1  適用区分Ⅰ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　呼 び 径 　     フ   　ラ　   ン   　ジ   （  Ｊ  Ｉ  Ｓ  10 K  並  形  ）
型        番 ボ   ル  ト  穴 適用ﾎﾞﾙﾄ

mm inch d H D1 L D C 数 h ねじの呼び g t f
１０ＣＦＢＦ-　25 25 1 25 99 150 127 125 90 4 19 M16 67 14 1
１０ＣＦＢＦ-　32 32 1-1/4 32 105 180 140 135 100 4 19 M16 76 16 2
１０ＣＦＢＦ-　40 40 1-1/2 38 126 200 165 140 105 4 19 M16 81 16 2
１０ＣＦＢＦ-　50 50 2 51 140 250 178 155 120 4 19 M16 96 16 2
１０ＣＦＢＦ-　65 65 2-1/2 64 165 300 190 175 140 4 19 M16 116 18 2
１０ＣＦＢＦ-　80 80 3 76 178 350 203 185 150 8 19 M16 126 18 2
１０ＣＦＢＦ-100 100 4 102 230 500 229 210 175 8 19 M16 151 18 2

 
許 容 範 囲

温 度 ー 圧 力 基 準 サ イ ズ
（２５Ａ～ １００Ａ）
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ＴＯＢＯ－ＣＨＡＯＤＡ

■ １０Ｋ ステンレス製ボールバルブ 

    ＜フランジ形 レバーハンドルタイプ＞ 《フルボア型 フローティング構造》

型番：１０ＣＦＢＦ 

＜右図の見方＞  

ボールバルブの使用許容範囲は、シートレーティング

とボデーレーティングなどで制限されます。右図はそ

の範囲を示してます。 

なお、この基準は,静流水の場合です。脈流水および蒸

気・空気・ガス・油では、85％～80％ぐらいが最高値

になります。また、配管条件も考慮して下さい。 

※ガーボンファイバー入りは、オプションです。 

※脱脂洗浄処理してない(禁油仕様になってない)た

め、過酸化水素,酸素などには使用不可です。 

面            間 ＡＮＳＩ/ＡSME　Ｂ16.10　クラス　150

設 （　ISO 5752 系列番号　3　）,( JV 8-1)　

計 （　ＪＩＳ　Ｂ2002　系列番号　６　）　

基 管 接 続 （フランジ） ＪＩＳ　Ｂ2238　１０Ｋ　（並形）　

準 肉            厚 ＡＮＳＩ/ASME　Ｂ16.34　クラス　150

(  J V 8 - 1　適 用 区 分 Ⅰ )　

本   体   材   質 ステンレス鋼鋳鋼　ＳＣＳ１3Ａ  ( CF 8 )

ロ  ス  ト  ワ  ッ  ク  ス  製  法

部 番 部   品   名 材         料
1 弁               箱 S C S 13 Ａ　（　 C F ８　)
2 ふ   た   ボ   ル   ト S    U    S    3    2    1
3 ふたボルト用ナット S    U    S    3    2    1
4 ふ                  た S C S 13 Ａ　（　 C F ８　)
5 ふた用ガスケット ｶﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ入り Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ
6 ﾎﾞ         ｰ         ﾙ SCS13Ａ (CF8)　または　SUS304
7 ﾎ ﾞ   ｰ   ﾙ   ｼ   ｰ   ﾄ ｶﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ入り Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ

8 弁  棒  （ ス テ ム） S    U    S    3   0    4

9 ｽ    ﾌ ﾟ    ﾘ    ﾝ    ｸ ﾞ S  U  S  3   0   4  -  Ｗ Ｐ Ａ

10 帯  電  防  止  ピ  ン S    U    S    3   0    4     L
11 スラストワッシャ ｶﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ入り Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ
16 グランドパッキン ｶﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ入り Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ
17 パ ッ キ ン 押 え 輪 S    U    S    3   0    4
18 ステムベアリング ｶﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ入り Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ
19 パ ッ キ ン 押 え S C S 13 Ａ　（　 C F ８　)
20 パ ッ キ ン 押 え ボ ル ト S    U    S    3    2    1
21 ス    ト    ッ    パ S    U    S    3    2    1
22 ス ナ ッ プ リ ン グ S    U    S    3   0    4
23 レ  バ  ー  ハ  ン  ド  ル S C P H 2　(　W C B　)

23Ｂ ハ  ン  ド  ル  バ  ー SCPH2(WCB)　または　ＳＧＰ
23Ｃ ハ ン ド ル ヘ ッ ド S C P H 2　(　W C B　)
23Ｄ レ  バ  ー  ハ  ン  ド  ル S    U    S    3   0    4
2 3 E ハ ン ド ル ナッ ト S    U    S    4   0    3  



 

企画・総販売元 東邦工業株式会社  

   T O H O  I N D U S T R Y ＣＯ．，ＬＴＤ．  

〒4 5 4 - 0 8 3 2   名古屋市中川区清船町４－１  

T E L  0 5 2 - 3 5 1 - 6 3 4 1  F A X  0 5 2 - 3 5 2 - 3913

製造元 ＣＨＡＯＤＡ ＶＡＬＶＥ ＣＯ．，ＬＴＤ．  

※ 製品改良のため、予告なしに仕様を変更することがあります。 

※ TOBO-CHAODA バルブは、ＣＨＡＯＤＡ ＶＡＬＶＥ  ＣＯ．，ＬＴＤ。が製造し、

東邦工業株式会社が販売する日本向け仕様品および日本国内販売品または 

日本経由品です。 

※ このカタログの一般市販品の仕様品を記載してます。 

＜ステンレス製ボールバルブ フランジ形＞  

ご選定の際には（仕様確認）…  

● バルブには製品設計上の仕様範囲があります。必ず適正を確認してください。 

● 特に、ボールバルブでは、サイズやシート材・使用温度により許容使用圧力が限定されます。 

● ステンレスは、一般には耐食性に優れていますが、流体により不向きな流体もあります。 

● ボールバルブは必ず全開・全閉のみ操作です。シートを痛めますので、絞り弁として使用しないで下さい 

保管の際には…  

● ボールバルブの保管するときには、シールを変形しないようために、全開状態にして下さい。 

● バルブ内に異物やホコリ等が入らないようにして下さい。また、ボール・シートを保護するために、全開状態

にして下さい。 

配管取り付けの際には…  

● 配管前に、パイプの中に付着した砂・泥・溶接スパッタなどの異物は、バルブシート・ボールを傷つけます。

必ず、パイプ配管内部の異物を完全に取り除いてください。 

● バルブを接続するパイプ・フランジは芯ずれのないように、中心線が一直線になるよう支持してください。

● フランジ形バルブのフランジボルト締め付けは、本体を支え、均等な力で平均的に締め付けなければなりませ

ん。その為には、対角線上に相対するものから交互に・均等な力で・徐々に何回も締め付けます。片締めしま

すと、本体が破損します。ボールバルブのファイアセーフが充分に機能しません。 

● 取り付け後に配管ラインをフラッシュするとき、すべてのバルブは全開の状態のままで行います。その際は、

バルブの開閉をしないで下さい。 

● 凍結・ウォターハンマの発生恐れがあるときは、それを防止する処置を取って下さい。 

ご使用の際には… 

● 手動操作バルブのハンドル操作は、鉄棒・パイプレンチ等を掛けて無理な開閉をしますと、破損の原因になり

ます。必ず手で行ってください。 

● レバーハンドルタイプボールバルブはハンドルを時計回りで『閉』、反時計回りで『開』になります。当製品

では、ステム上部二面形状で確認できます。 

● グランドパッキン締め付け力緩和により、試運転や使用中グランド部から漏れが生じることがあり得ます。そ

のときは、均等なトルクで水平に少しずつ増し締めを行ってください。そのとき圧力のない状態で行います。

NO.TC-10CFBF-0002-5 

この製品で，準拠した規格団体 

ＡＮＳＩ（アメリカ規格） 

ＡＳＭＥ（アメリカ機械学会規格） 

ＡＰＩ（アメリカ石油協会規格） 

ＡＳＴＭ（アメリカ材料試験協会規格） 

ＩＳＯ（国際標準化機構規格） 

ＪＩＳ（日本工業規格） 

ＪＶ（日本バルブ工業会規格）その他 

 


